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研究課題名 

「糖尿病患者の治療の変遷が糖代謝や合併症管理に与える影響の検証」 

に関する情報公開 

 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、2009年4月1日から2030年3月31日に名古屋大学医学部附属病院

または共同研究医療機関に受診した糖尿病患者さんです。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
新規薬剤や医療機器などの糖尿病治療の環境の変遷（移り変わり）が、糖代謝等の改善

に与えた影響や、その改善の程度に影響を及ぼす因子、糖尿病合併症に対する影響に関し

て、電子診療録データを用いて検討し、実臨床において、治療環境の変遷が糖尿病治療に

与えた影響を明らかにすることです。 

 
研究方法： 

2009年4月～2030年3月31日に当院と共同研究医療機関に通院中の糖尿病患者さんを

対象とし、患者さんの背景や通常診療にて行われたHbA1c等の各種生化学指標の推移や、

自己血糖測定(SMBG)・持続血糖測定(CGM)等により得られた血糖値データ、体組成・基礎

代謝測定値、新規薬剤や医療機器使用中の副事象等に関する情報を診療録より収集しま

す。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2031年3月31日 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
診療目的で取得した以下の情報を使用します。 

年齢、性別、身長、体重、血圧、病型、現病歴、既往歴、家族歴、生活歴、理学所見、合併

症、血液・尿検査結果、合併症関連検査所見、画像所見、治療内容及び結果、服薬情報、合

併症・有害事象に関する情報およびその治療経過 

 

・血液・尿検査結果 

血算（WBC、RBC、Hb、Plt）、生化学検査所見、膵島関連自己抗体（抗GAD抗体値、抗IA-2

抗体値、抗ZnT8抗体値等）、インスリン抗体価、血中インスリン、血中Cペプチド値、尿



 

 

 

検査（一般定性、尿沈渣、随時尿アルブミン・蛋白、24時間蓄尿アルブミン・蛋白、尿中C

ペプチド値）等 

・合併症関連検査所見 

腓腹神経伝導速度（DPN）やABI、頸動脈エコー等 

・画像所見（全身CT等） 

・自己血糖測定(SMBG)、持続血糖測定(CGM)により得られた血糖値データ 

・体組成・基礎代謝測定値 

 
４．外部への試料・情報の提供 
ありません。 

 
５．研究組織 
MG糖尿病･内分泌･甲状腺クリニック・院長・後藤資実 

糖尿病･甲状腺 上西内科・院長・上西栄太 

糖尿病・甲状腺 とみなが内科・院長・富永隆史 

 
６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科 糖尿病・内分泌内科学 

病院講師・尾上剛史 

住所 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65 医系研究棟1号館6階 

直通電話番号  052-744-2142 

FAX番号   052-744-2212 

 
研究責任者： 

  名古屋大学大学院医学系研究科糖尿病・内分泌内科学・教授・有馬寛 

 

研究代表者： 

 名古屋大学大学院医学系研究科糖尿病・内分泌内科学・教授・有馬寛 


